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私たちの取り組み

行政・大学・学生が連携し
地域の社会課題へ解決

行政

大学
学生

高齢者

地域課題:認知症、フレイル
特徴：大学・学生の強みを活かせる



●認知症の有病率の推計

675-730万人→ 471万人大きく下回った

認知症患者数の現状

2024.5.8 「九州大などの研究チーム」 読売新聞オンラインより引用
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認知症について

●介護が必要となった原因 ⇒ 1位 認知症(R3年)

第1位 第2位 第3位
大田原
(R3) 認知症 24.7% 関節疾患 15.5% 骨折・転倒 11.6%

日本
(R3) 認知症 18.1% 脳血管疾患 15.0% 高齢による

衰弱
13.3%



フレイルとは、年齢とともに、筋力や心身の活動が低下し、

介護が必要になりやすい健康と要介護の間の虚弱な状態

フレイル（虚弱）

早く気づけば、
フレイルは元気に戻れます



フレイル有病率の推移(大田原市)

大田原市 高齢者福祉計画・介護保険事業計画 あんしんプラン第9期計画 より引用



地域の課題から2つの施策

認知症

フレイル

予防活動の
普及が重要！
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認知症／フレイル予防の活動

地域高齢者の身体・認知機能計測

→学生による身体・認知機能検査を実施

認知症予防のための運動の実施(大学・学生)
→専門職による認知症予防運動の実施

大学、学生、市が連携し健康セミナー開催

(行政・大学・学生)
→参加募集、認知機能検査、運動指導の実施



地域高齢者の認知機能の計測
→学生による認知症機能検査の実施

認知機能検査を学ぶ 学生が検査を実施

iPadを使った認知機能検査(国立長寿医療研究センター開発)



フレイルに関する検査を経験

→握力、体組成、超音波計測を実施



認知症／フレイル予防の活動

地域高齢者の認知機能の計測(大学・学生)
→学生による認知症機能検査の実施

認知症／フレイル予防のための運動の実施

→専門職による認知症予防運動の実施

大学、学生、市が連携し健康セミナー開催

(行政・大学・学生)
→参加募集、認知機能検査、運動指導の実施
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認知症予防のための運動の実施
→専門職による運動の実施

専門職と理学療法学生による認知症予防の実践
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認知機能(遅延再認、情報処理)が改善



認知症／フレイル予防の活動

地域高齢者の認知機能の計測(大学・学生)
→学生による認知症機能検査の実施

認知症予防のための運動の実施(大学・学生)
→専門職による認知症予防運動の実施

健康セミナー開催

→大学、学生、市が連携



行政(参加者の募集)

大学(運動指導、学生サポート) 学生(検査と運動指導)

高齢者

健康セミナー開催(約150名が参加)



認知症／フレイルについての講習会
→最新研究や認知症／フレイル講話

• 学生が講演会で運動指導する機会があった



参加者からの声



フレイル・認知症予防の普及

→24の拠点を回り、298名の参加者に介入



行政(参加者の募集)

大学(運動指導、学生サポート) 学生(検査と運動指導)

高齢者
●認知症/フレイルの知識↑
●認知症予防効果検証
●高齢者(500名)へ普及啓発

今回の成果
→多くの高齢者に普及啓発ができた


